
 

 

かわむら小児科  

ﾋﾄﾒﾀﾆｭｰﾓｳｲﾙｽについて 

先月からヒトメタニューモウイルス（hMPV）の感

染が少しずつ見られるようになりました。 

hMPVはあまり聞きなれない名前だと思います

が、1990年代後半からよく知られるようになったウ

イルスでかぜの一種です。１～２歳ぐらいの子が多

いのですが、３歳以上、成人でもなります。近年は

1歳未満でも見られるようになりました。症状は、発

熱、咳、鼻水で、熱は４～５日ぐらい続いたりします

（朝はなくても昼から上がってくる場合もしばしばあ

ります）。咳が結構ひどくて喘息のある子だとぜい

ぜいがひどくなったりすることも多いです。肺炎や

気管支炎を起こしたりすることもあります。RSウイ

ルスに症状が非常に似ているのですが、RSが1歳

未満の子が多いのに対して、ｈHMPは１歳から２歳

が主で年齢が少し高めです。3月から6月の春に多

い感染症です。 

ウイルスですので抗菌薬は効きませんし、特に

効く薬はありません。痰を切れやすくする薬や気管

支を広げるお薬など対症療法のみです。鼻からウ

イルスを調べる検査キットがあります。 

比較的元気はあるが、咳がしつこくて熱がなか

なか下がらないと思われたらこれかもしれません。 

６月はお疲れ気味の季節です 

新しい環境でがんばってきた子どもたち。６月頃

になると知らないうちに疲れがたまり、体や気持ち

に変化が出ることがあります。季節の変わり目や

梅雨の影響もあり、不調が出やすい時期です。 

【こんな様子はありませんか】 

 朝になると「行きたくない」と言う 

 元気がない、ボーっとしている 

 食欲がない 

 頭痛・腹痛を繰り返す 

【ご家庭でできること】 

無理をさせず、まずは気持ちを受け止めてあ

げましょう。「よくがんばってるね」「大丈夫だ

よ」といった声かけは安心につながります。 

生活リズムを整えゆっくり過ごす時間も大切で

す。 

【気になる時は】 

症状が続く時や日常生活に影響が出ている場

合はお気軽にご相談ください。 

（ホットケーキ） 

・・・・・・感染症情報（6月1日現在）・・・・・・ 

★インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症は

あまり見られなくなりました。 

★先月から手足口病が出始めました。通常の手

足口病とウイルスが違い、腕や太もも、お尻な

どにとびひ様の発疹が出たりします。 

★溶連菌感染症、アデノウイルス感染症も少し見

られます 

ぼくのくつした おまけつき 
作・絵： 礒 みゆき 

けんちゃんが公園に忘れた

靴下。猫に追いかけられたね

ずみくんがかくれんぼ。すっぽ

り「ふう、たすかった」 

次はうさぎさんがやってきて

靴下をお耳にすっぽり。」「ほっ

かほか。こりゃいいや」 

次はどんなことにつかわれるかな？ 

（ピノ） 
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